













ABOUT THE PHYSICAL REPRESENTATION METHOD OF INFORMATION IN THE REAL WORLD 
—DESIGN OF INFORMATION OUTPUT DEVICE USING THE WIND— 
 
吉田直人 
Naoto YOSHIDA  




Nowadays, displaying the interface between human beings and information is becoming a trend. Although 
such expression techniques are reasonable and economic, we can not assure that these are received positively 
by human beings in terms of sensibility and quality. The reason of this is because the “uniqueness” of the 
contents within that information is not reflected by the expression technique in use. In the present research, we 
set the purpose of creating a method which shows the uniqueness of this phenomenon through a physical 
representation. 






























































	 全 6 問、穴埋め、自由記述方式のアンケートを行う。 
Q1、Q2 は直喩表現による風の比喩、Q3、Q4 は隠喩表現
による風の比喩を用いて問うものである。実験の被験者
は 19 歳から 24 歳の男女 30 名。問題文は以下の通り。 
	 Q1. 「〜は風のようだ」 
	 Q2. 「風のように〜」 
	 Q3. 「風は〜だ」 
	 Q4. 「〜は風だ」 
c）分析方法 
	 分析の手順は以下の通り。形態素解析には KH Coder[3]
を用いる。 
	 1. 語の切り出しと集計 
	 	 1.1	 形態素解析 
	 	 1.2	 表記の揺れを統一 
	 	 1.3	 同一概念の語を統一 
	 2. 抽出した語の分類 





中最も多く 23.08%の割合で出現した。結果を表 1に示す。 
 














































–16 点)。実験風景を図 1 に示す。対象とする身体活動は
表 2 のように 4 段階に分類し[5]、それぞれの場合につい
て評価を行う。被験者は 18 歳から 38 歳の男女 20 名。 
 
Q1　～は風のようだ
中項目 小項目 名詞 分類 出現回数
存在 存在 存在 1.1200 1
様相 趣・調子 気配 1.1302 1
走り・飛び・流れなど 流れ 1.1522 5
合体・出会い・集合など 出会い 1.1550 1
時間 時 1.1600 5
現在 今 1.1641 1
過去 1.1642 1
日々 1.1642 1
形 模様・目 模様 1.1840 1







人物 人物 風来坊 1.2340 1




好悪・愛憎 友情 1.3020 1
声 声 1.3031 1
欲望・期待・失望 夢 1.3042 1
学習・習慣・記憶 思い出 1.3050 1
思考・意見・疑い アイデア 1.3061 1
旅・行楽 ツーリング 1.3371 1
手足の動作 逃げ足 1.3392 1
口・鼻・目の動作 息 1.3393 1
威厳・行儀・品行 立ち振舞 1.3422 1
行為・活動 行動 1.3430 2
住居 戸・カーテン・敷物・畳など 扉 1.4460 1
刃物 刃 1.4550 1
遊具・置物・像など たこ 1.4570 1





色 緑色 1.5020 1
音 音 1.5030 2
物質 水・乾湿 水 1.5130 3
川・湖 川 1.5250 2
海・島 海 1.5260 1
鳥 1.5502 4
渡り鳥 1.5502 1























図 1 実験風景 
 





	 Ⅰ. 風の強さ 
	 Ⅱ. 風の吹く長さ 
	 Ⅲ. 布のたなびく方向 
	 Ⅳ. 布のたなびく速さ 
	 Ⅴ. 布のたなびく細かさ 
c）分析方法 
	 分析には IBM 社 SPSS Statistics によるコンジョイン
ト分析を用いる。直交表を表 3 に示す。 
 












図 2 に示す。  
 
 





一部を表 4, 表 5 に示す。 
 
表 4 「睡眠」効用値 
 
 



























 風の強さ 風の長さ たなびく方向 たなびく細かさ たなびく速さ
sample 1 15 4s ← 1.5 1s
sample 2 15 8s ↑ 1 3s
sample 3 5 4s ↑ 2.5 2s
sample 4 25 6s ↑ 2 1s
sample 5 5 2s → 1 1s
sample 6 5 8s ← 2 4s
sample 7 25 2s ← 2.5 3s
sample 8 5 6s ↓ 1.5 3s
sample 9 35 6s ← 1 2s
sample 10 15 6s → 2.5 4s
sample 11 25 8s → 1.5 2s
sample 12 15 2s ↓ 2 2s
sample 13 35 2s ↑ 1.5 4s
sample 14 25 4s ↓ 1 4s
sample 15 35 8s ↓ 2.5 1s









5 15 25 35 2s 4s 6s 8s → ← ↑ ↓ 1 1.5 2 2.5 1s 2s 3s 4s 
























0. 睡眠 1. 静的な活動 2. 低強度の活動 3. 中強度の活動
風の強さ 5 5 15 35
風の長さ 2s 6s 2s 4s
たなびく方向 ↓ ↓ → ←
たなびく速さ 150mm/s 150mm/s 150mm/s 600mm/s





	 本実験の目的は「格子状に並べた DC モーター、プロ
ペラによって布に動きを与える装置」における基礎設計
の有効性を検証することである。あわせて、今後の制作
で用いる DC モーターとプロペラを決定する。 
b）実験機設計要件 
１＞DC モーター・プロペラ 9 個を 3×3 の格子状に並	 
べ、その前面に布を配置する。 
２＞トランジスタを用いて DC モーターの ON/OFF を
制御する。 
３＞行列毎で DC モーターの ON/OFF を切り替え、プ
ロペラより発生する風力によって布が縦横方向にたな
びく動きを与える。図 3 に動作模式図を示す。 
４＞制御には Arduino UNO を使用する。 
 
 
図 3 DC モーターの動作模式図(縦方向の動き) 
 
c）DC モーター・プロペラ決定 
	 実験機に使用する DC モーターならびにプロペラを選
定する。DC モーター4 種類、プロペラ 6 種類を用意し、
同じ条件下において定格電力で駆動した際の風速が最も




図 4 決定したプロペラ、DC モーター 
 
d）実験機仕様 









DC モーター…マブチモーター社 RE260RA 
プロペラ…レインボープロダクツ 3 枚プロペラ(大) 
布地…オーガンジー 50 テトロン 
電源…1.5V 単三乾電池 2 本 
e）実験結果 






















a）DC モーター25 個の PWM 制御 
	 Arduino を用いて DC モーターを PWM 制御する場合、
ピン数が不足するため Arduino 単体では 25 個の DC モ
ーターを PWM 制御することができない。そこで図 6 に
示す Texas Instruments 社の TLC5940 を用いる。
TLC5940 は最大 16 個の LED を 4096 段階の PWM で制
御可能なLEDドライバ ICである。また、複数のTLC5940
を直列に接続することで制御する LED の数を 32 個,48
個…と増やすことができる。 
	 今回は LED ドライバ TLC5940 を 2 台接続し、東芝製
モータードライバTA7291Pと組み合わせることでDCモ




図 6 TLC5940 
ON ON ON
行 1











OFF OFF OFF ON ON ON
行 1








図 7 部分実体回路図 
 
b）DC モーターのノイズ対策 
	 複数の DC モーターを制御する際、DC モーターどうし
の干渉がみられた。そこで、DC モーターの切り替え時に
発生するスパークを吸収し、ノイズを低減させる目的で
0.1µF のセラミック・コンデンサを DC モーターに取り付
ける。コンデンサを設置した DC モーターを図 8 に示す。 
 
 




















・制御部に DC モーターの動作状況を示す LED インジゲ
ーターを配する 
【機能性】 
・寸法は W600, H620, D350 以内を目標とする 
・電源は AC アダプター(DC5V/4A)より供給する 





図 11 に CG,・部分模型による検討を示す。 
 
 
図 10 スケッチによる外観意匠検討 
 
 















図 12 本体外観実施意匠図面 
 
b）本体接続部 






設置する。本体接続部断面図を図 13 に示す。 
 
 





点から A5052 アルミニウムを用いる。脚部は 3 種類の部
品からなり、PARTS(A)は本体パネル–脚部間の接続、





施意匠図面を図 14 に示す。 
 






続用の 3.5mm モノラルジャックと AC ジャックを配する。
制御部外観意匠図面を図 15 に示す。 
 
 








図 16 エクスプローション図 
PARTS 01 “FRONT PANEL A”
PARTS 02 “FRONT PANEL B”
PARTS 03 “BACK PANEL”




























KOZO Design Lab. Naoto Yoshida
MAIN BODYparts name
material
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スペーサー 内径 5mm, 15mm
ワッシャー 内径 5mm


















PARTS P “TOP PANEL”
PARTS R “CONNECTOR PANEL 1”
PARTS Q “BOTTOM PANEL”

















	 本体に用いる FRONT PANEL(A),(B)のミラーアクリ









ルタップ切り風景を図 17 に示す。 
 
 
図 17 アクリルタップ切り 
 
d）脚部 





あけ作業を行う。アルミ穴あけ加工風景を図 18 に示す。 
 
 











りで整える。図 19 にカーボンロッドの切断風景を示す。 
 




	 完成した作品“LIKE A WIND”を図 20–23 に示す。 
a）本体 
 
図 20 実機制作作品写真（前面：布取り付け前） 
 
 
図 21 実機制作完成作品写真（背面） 
 
 




























































3)KH Coder (http://khc.sourceforge.net) 
4)国立国語研究所『分類語彙表−増補改訂版−』(大日本図
書, 2004) 
5)身体活動の分類例 
(http://open.nuis.jp/masuno/public_html_1/eiyousoLevel.html) 
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